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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 シティプロモーション事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

シティプロモーション推進室 事業名 大学のあるまちづくり事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 732 施策 本市独自の強みを生かしたまちづくり

7
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 0.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　大学のあるまちづくり

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

（１）連携推進協議会
　市と各大学との２者間で、地域社会への貢献と社会的責任を果たすことを目的として意見交
換や協議を行った。（新型コロナウイルス感染症拡大防止のためオンライン開催と書面開催を
含む。）

（２）市職員講師の派遣
　大学からの依頼により、授業に市職員を講師として派遣した。（３大学に対して合計26
回。）

（３）PBL授業
具体的な課題を学生自らが調査・研究し、解決策を見出すPBL（課題解決型）形式の授業に各室
課から課題を提示し、学生のアイディアや視点で解決策の提案を受けた。（２大学で実施）

（４）その他主な取組
　フードドライブに災害備蓄品の提供、学生等ボランティア募集情報の提供等を行った。

決算額　(千円) 0

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　各大学等とより有機的な連携方法等について研究
を続け、双方にとって有意義な連携事業を促進する
とともに、連携成果についての効果的な発信や施策
への活かし方等についても検討する。

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充

各大学等との連携に
よる提案事項を形に
していく取組を実施
する。

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容
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